
「第 3 章　2 級建築大工技能の実技」寸法引出し線につきまして

本書第 3 章の下記ページの寸法引出し線につきまして、下表右のように修正ください。

ページ 誤 正
222

222 3.3　木ごしらえ

2  基準面から部材の幅が 160  

mm、成が 30 mmとなる位置
をさしがねで測り、基準面に
鉛筆で印を付ける

3  基準面に付けた印に罫引きを
合わせて、部材の 4面に罫引
き線を入れる

4  部材を削り台の上に載せ、羽
根虫で部材を押さえる
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222 3.3　木ごしらえ

2  基準面から部材の幅が 160  

mm、成が 30 mmとなる位置
をさしがねで測り、基準面に
鉛筆で印を付ける

3  基準面に付けた印に罫引きを
合わせて、部材の 4面に罫引
き線を入れる

4  部材を削り台の上に載せ、羽
根虫で部材を押さえる
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224 3.3　木ごしらえ

［3］作業手順

1  幅 50 mm×成 50.5 mmの直
方体作り

1） 基準面から部材の幅が 50 mm、
成が 50 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける。

［1］準備するもの
⑬ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑭ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑮ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］柱の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 630 mm、菱形断面の辺長 47.47 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（1本）
 長さ 630 mm×幅 51.5 mm×成 51.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）
⑫ 直定規（1 m、1本）

2級実技
木ごしらえ

3.3.2
（柱の木ごしらえの目的）
　柱の部材を規定の寸法に削り、ひし形断面の柱を作ること。

柱の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★★★☆
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224 3.3　木ごしらえ

［3］作業手順

1  幅 50 mm×成 50.5 mmの直
方体作り

1） 基準面から部材の幅が 50 mm、
成が 50 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける。

［1］準備するもの
⑬ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑭ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑮ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］柱の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 630 mm、菱形断面の辺長 47.47 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（1本）
 長さ 630 mm×幅 51.5 mm×成 51.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）
⑫ 直定規（1 m、1本）

2級実技
木ごしらえ

3.3.2
（柱の木ごしらえの目的）
　柱の部材を規定の寸法に削り、ひし形断面の柱を作ること。

柱の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★★★☆
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3.3.3　半柱の木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 47.19  

mm、成が 30 mmとなる位置
をさしがねで測り、基準面に
鉛筆で印を付ける

2 級実技
木ごしらえ

3.3.3
（半柱の木ごしらえの目的）
　半柱の部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

半柱の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★★☆☆

［1］準備するもの
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm× 

105 mm程度、2本）

［2］半柱の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 600 mm×幅 47.19 mm×成 30 mm

 ※ 幅 47.19 mmの求め方は、3.2.3(p.202）
を参照

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（2本）
 長さ 600 mm×幅 49 mm×成 31.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm× 

1 820 mm程度、1枚）
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3.3.3　半柱の木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 47.19  

mm、成が 30 mmとなる位置
をさしがねで測り、基準面に
鉛筆で印を付ける

2級実技
木ごしらえ

3.3.3
（半柱の木ごしらえの目的）
　半柱の部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

半柱の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★★☆☆

［1］準備するもの
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm× 

105 mm程度、2本）

［2］半柱の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 600 mm×幅 47.19 mm×成 30 mm

 ※ 幅 47.19 mmの求め方は、3.2.3(p.202）
を参照

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（2本）
 長さ 600 mm×幅 49 mm×成 31.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm× 

1 820 mm程度、1枚）
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232 3.3　木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 60 mm、
成が 30 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける

［1］準備するもの
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］正面貫の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 550 mm×幅 60 mm×成 30 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（1本）
 長さ 550 mm×幅 61.5 mm×成 31.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）

2級実技
木ごしらえ

3.3.4
（正面貫の木ごしらえの目的）
　正面貫の部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

正面貫の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★☆☆☆
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232 3.3　木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 60 mm、
成が 30 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける

［1］準備するもの
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］正面貫の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 550 mm×幅 60 mm×成 30 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（1本）
 長さ 550 mm×幅 61.5 mm×成 31.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）

2級実技
木ごしらえ

3.3.4
（正面貫の木ごしらえの目的）
　正面貫の部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

正面貫の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★☆☆☆
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3.3.5　左右貫の木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 50 mm、
成が 30 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける

［1］準備するもの
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］左右貫の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 300 mm×幅 50 mm×成 30 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（2本）
 長さ 300 mm×幅 51.5 mm×成 31.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）

2級実技
木ごしらえ

3.3.5
（左右貫の木ごしらえの目的）
　左右貫の部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

左右貫の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★☆☆☆
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3.3.5　左右貫の木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 50 mm、
成が 30 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける

［1］準備するもの
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］左右貫の木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 300 mm×幅 50 mm×成 30 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（2本）
 長さ 300 mm×幅 51.5 mm×成 31.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）

2級実技
木ごしらえ

3.3.5
（左右貫の木ごしらえの目的）
　左右貫の部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

左右貫の木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★☆☆☆
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238 3.3　木ごしらえ

［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 20 mm、
成が 20 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける

［1］準備するもの
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］つなぎの木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 500 mm×幅 20 mm×成 20 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（1本）
 長さ 500 mm×幅 21.5 mm×成 21.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）

2 級実技
木ごしらえ

3.3.6
（つなぎの木ごしらえの目的）
　つなぎの部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

つなぎの木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★☆☆☆
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［3］作業手順

1  基準面から部材の幅が 20 mm、
成が 20 mmとなる位置をさ
しがねで測り、基準面に鉛筆
で印を付ける

［1］準備するもの
⑫ 合板（ 12 mm×910 mm 

×1 820 mm程度、1枚）
⑬ 削り台（ 1 000 mm×105 mm 

×105 mm程度、1本）
⑭ 作業台（ 300 mm×105 mm 

×105 mm程度、2本）

［2］つなぎの木ごしらえ仕様

① 部材の仕上がり寸法
 長さ 500 mm×幅 20 mm×成 20 mm

② 鉋仕上げ
 中しこ仕上げ
③ 部材の角
 すべて直角仕上げ

① 部材（1本）
 長さ 500 mm×幅 21.5 mm×成 21.5 mm

② 墨壺（1個）
③ 墨さし（1本）
④ さしがね（大、1本）
⑤ スコヤ（1本）
⑥ 鉛筆（1本）
⑦ 鉋（平鉋、寸八・寸六・小鉋、各 1台）
⑧ 玄能（大・小、各 1本）
⑨ 罫引き（1個）
⑩ 羽根虫または釘（1個または 2本）
⑪ かじや（1本）

2 級実技
木ごしらえ

3.3.6
（つなぎの木ごしらえの目的）
　つなぎの部材を規定の寸法に削り、正確な直方体を作ること。

つなぎの木ごしらえ
3.3　木ごしらえ ★★☆☆☆
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